
鶴
岡
市
議
会
３
月
定
例

会
は
、
２
月

日
（
火
）

28

か
ら
３
月

日
（
木
）
ま

23

で
開
か
れ
ま
す
。

上
程
さ
れ
る
議
案
は
、

令
和
５
年
度
当
初
予
算
９

件
、
専
決
処
分
の
承
認
２

件
、
補
正
予
算
２
件
、
条

例

件
、
事
件
８
件
、
人

14
事
１
件
の
計

件
で
す
。

36

妊
婦
歯
科
検
診
無
料

令
和
５
年
度
一
般
会
計

当
初
予
算
の
総
額
は
７
０

７
億
円
で
、
前
年
度
当
初

比
で

億
７
３
０
０
万

10

円
、１
・
５
％
の
減
で
す
。

総
合
計
画
の
「
未
来
創

造
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

関
連
す
る
、
新
年
度
の
主

な
重
点
事
業
で
は
、

子
育
て
支
援
医
療
費
給

付
事
業
４
億
２
２
２
９
万

５
千
円
は
、
医
療
費
の
無

償
化
を
中
学
生
ま
で
か
ら

歳
ま
で
に
拡
大
し
ま

18す
。妊

婦
健
康
診
査
・
家
庭

子
育
て
機
能
育
成
事
業
７

０
５
１
万
５
千
円
は
、
新

た
に
妊
婦
歯
科
健
診
を
無

料
で
実
施
し
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
事

業
１
２
７
０
万
９
千
円

は
、
包
括
的
な
相
談
体
制

の
整
備
に
向
け
た
準
備
を

行
い
ま
す
。

５
年
度
は
、
孤
独
・
孤

立
対
策
に
取
り
組
む
官
・

民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
連
携
強
化

の
基
盤
と
な
る
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
る
ほ

か
、
子
ど
も
食
堂
や
医
療

的
ケ
ア
児
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
等
に
関
す
る
実
態
調

査
を
行
い
ま
す
。

地
域
内
企
業
の
高
度

化
、
企
業
活
性
化
支
援
事

業
（
が
ん
ば
る
中
小
企
業

応
援
補
助
金
）
２
０
０
０

万
円
は
、
生
産
性
向
上
・

新
製
品
開
発
・
新
分
野
展

開
等
の
取
組
を
支
援
し
ま

す
。産

業
団
地
開
発
推
進
事

業
３
８
８
６
万
４
千
円

は
、
新
た
な
産
業
団
地
の

整
備
に
向
け
、
開
発
業
務

を
市
開
発
公
社
に
委
託

し
、
用
地
測
量
等
を
行
い

ま
す
。

大
山
コ
ミ
セ
ン
改
築
に

５
・
４
億
円

総
合
計
画
の
施
策
の
大

綱
に
沿
っ
た
新
年
度
の
主

な
重
点
事
業
で
は
、

大
山
コ
ミ
セ
ン
の
改
築

工
事
５
億
４
０
５
２
万
６

千
円
、
第
五
学
区
コ
ミ
セ

ン
の
大
規
模
改
修
８
９
５

７
万
円
、
旧
二
小
跡
地
の

利
活
用
に
向
け
た
検
討
１

４
２
万
５
千
円
な
ど
。

地
域
住
宅
活
性
化
事
業

（
地
域
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
７
７
３
９
万
円
）は
、

移
住
世
帯
や
新
婚
・
子
育

て
世
帯
に
対
し
て
補
助

率
、
上
限
額
を
優
遇
す
る

ほ
か
、
移
住
世
帯
に
よ
る

空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を

特
別
枠
と
し
ま
す
。

ま
た
、
５
年
度
は
、
高

齢
者
世
帯
や
障
害
者
世
帯

が
行
う
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

工
事
に
対
す
る
福
祉
世
帯

加
算
を
新
設
し
ま
す
。

西
目
地
区
の
土
砂
災
害

を
踏
ま
え
、
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
１
５

０
０
万
円
は
、
作
成
か
ら

年
あ
ま
り
経
過
し
た
マ

10ッ
プ
を
更
新
・
配
布
し
ま

す
。非

常
備
消
防
維
持
管
理

事
業
１
億
２
５
４
３
万
３

千
円
は
、
消
防
団
員
の
処

遇
改
善
を
図
り
ま
す
。

放
課
後
児
童
対
策
事
業

４
億
４
３
９
３
万
円
は
、

放
課
後
児
童
対
策
の
取
組

支
援
の
他
、
新
た
に
京
田

地
区
学
童
保
育
施
設
整
備

の
検
討
を
行
い
ま
す
。

第
三
学
区
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
整
備
事
業
４
２
３

１
万
６
千
円
は
、
小
学
校

近
接
地
に
整
備
し
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
鶴
岡
駅

錦
町
線
整
備
事
業
５
０
０

万
円
は
、
全
農
倉
庫
南
側

か
ら
エ
ス
モ
ー
ル
方
面
の

歩
道
整
備
に
着
手
し
ま

す
。道

の
駅
あ
つ
み
移
転
整

備
事
業
４
４
１
７
万
５
千

円
は
、
鼠
ヶ
関
Ｉ
Ｃ
（
仮

称
）
隣
接
地
に
、
９
年
度

の
開
業
に
向
け
て
整
備
し

ま
す
。

人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
整

備
事
業
５
億
１
４
０
０
万

円
は
、
旧
鶴
岡
病
院
跡
地

の
解
体
工
事
を
行
い
ま

す
。学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
整

備
課
題
調
査
業
務
委
託
料

３
６
０
万
７
千
円
は
、
整

備
基
本
構
想
に
基
づ
き
課

題
調
査
を
行
い
ま
す

荘
内
看
護
専
門
学
校
移

転
新
築
事
業
（
病
院
事
業

会
計
）
６
億
５
２
８
８
万

円
は
、
本
体
建
設
工
事
を

開
始
し
ま
す
。

３
月
市
議
会
２
月

日
開
会

28

一
般
会
計
予
算
１
・
５
％
減
の
７
０
７
億
円

֩
ࡉ

ટ
൳
ە
Ɲ
ƴ
ł
Ŗ
�
Ņ
Ŗ

た
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
政
府
が
進
め
る
「
デ
ジ
タ

ル
改
革
」
は
、
公
的
情
報
を
企
業
に
開

放
す
る
と
共
に
、
労
働
者
の
権
利
を
守

る
制
度
を
改
悪
し
な
が
ら
労
働
力
を

「
成
長
分
野
」
に
移
動
さ
せ
る
も
の
で

あ
り
、
Ｄ
Ｘ
は
原
発
推
進
へ
の
回
帰
と

石
炭
火
力
発
電
を
温
存
す
る
等
々
、
国

民
の
利
益
と
相
容
れ
な
い
施
策
で
す
。

自
治
体
に
は
「
対
応
」
が
求
め
ら
れ

ま
す
が
、
県
民
の
利
益
を
そ
こ
な
わ
な

い
よ
う
に
、
慎
重
に
お
こ
な
う
こ
と
を

強
く
求
め
て
い
き
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）

２
月
定

例
会
が
20

日
開
会
、

「
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
・

や
ま
が
た
創
造
予
算
」と
銘
打
た
れ
た
、

県
令
和
５
年
度
当
初
予
算
案
が
議
会
に

説
明
さ
れ
ま
し
た
。
気
に
な
る
点
の
一

つ
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｄ
Ｘ
）
・
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｘ
）
の
推
進
が
、

産
業
の
成
長
、
暮
ら
し
や
す
い
県
づ
く

り
な
ど
県
勢
発
展
の
「
切
り
札
」
と
う

NO.２３３６
２０２３．２．２６
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令
和
４
年
度
第
１
回
鶴

岡
市
児
童
福
祉
審
議
会
が

日
、
開
か
れ
ま
し
た
。

16
委
員
長
に
佐
藤
豊
継
氏

（
社
会
福
祉
協
議
会
）
、

副
委
員
長
に
齋
藤
功
氏

（
市
民
間
保
育
協
議
会
・

松
原
保
育
園
長
）
を
選
出

し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
は
、
利
用

児
童
数
の
減
の
た
め
山
戸

保
育
園
が
３
月

日
で
廃

31

園
し
、
在
園
児
は
す
べ
て

他
園
で
受
け
入
れ
と
な
り

ま
し
た
。

利
用
定
員
の
変
更
で

は
、
・
ち
わ
ら
菜
の
花
こ

ど
も
園
が
低
年
齢
児
の
受

け
皿
拡
大
し

人
か
ら
１

75

０
５
人
へ
増
、

（
２
面
に
つ
づ
く
）



（
１
面
の
つ
づ
き
）

・
鶴
岡
幼
稚
園
が
２
１
０

人
か
ら
１
３
０
人
へ
減
、

・
和
光
幼
稚
園

人
か
ら

45

人
へ
減
、

35・
上
郷
保
育
園
が

人
か

60

ら

人
へ
減
、

50
・
く
し
び
き
東
部
保
育
園

が

人
か
ら

人
へ
定
員

50

40

減
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
の
利
用
定

員
は
、

１
号
（
教
育
利
用
の
満

３
歳
児
以
上
）
４
７
４
人
、

２
号
（
保
育
利
用
の
満

３
歳
児
以
上
）
２
１
５
０

人
、３

号
（
保
育
利
用
の
０

土木課入札結果（ ）内は予定価格

2月16日入札分

・若葉町２号線道路改良工事(債務負担行為)（若葉町地内）（入札6業者）

北斗建設(株) 4,580,000円（4,830,000円）工期～7/13(余裕期間設定工事)（落札率94.82％）

・宮の下宝谷線道路改良工事(債務負担行為)（黒川地内）（入札3業者）

(有)大滝組 9,800,000円（10,000,000円）工期～9/22(余裕期間設定工事)（落札率98.00％）

・上田沢八久和線道路改良工事(債務負担行為)（荒沢地内）（入札3業者うち2業者辞退）

(株)伊藤組 51,400,000円（51,900,000円）工期～6/3/27（落札率99.04％）

ま
す
。

そ
の
た
め
、
現

状
の
単
独
事
業
の

ま
ま
推
移
す
れ

ば
、
供
給
単
価
（
／

）
は
２
０
７
円

m3か
ら
４
８
１
円

に
、
倍
以
上
に
な

る
と
し
て
い
ま

す
。水

道
の
広
域
化

を
進
め
た
場
合
、

２
市
１
町
（
遊
佐

町
は
単
独
水
源
の

水
道
事
業
は
苦
難
の
道
に
あ
る

広
域
化
で
月
山
ダ
ム
の
稼
働
率
を
高
め
る

日
本
の
水
道
事
業
は
苦

難
の
道
を
迎
え
て
い
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
等
に
よ
る
使

用
水
量
と
収
入
の
減
少
は

避
け
ら
れ
ず
、
高
度
成
長

期
に
建
設
さ
れ
た
膨
大
な

水
道
施
設
は
、
老
朽
化
に

伴
う
更
新
投
資
の
時
代
に

突
入
し
、
未
曽
有
の
事
態

に
直
面
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
鶴
岡
市
は

「
水
道
事
業
の
広
域
化
」

の
検
討
を
進
め
て
お
り
、

共
産
党
市
議
団
で
は
13

日
、
市
上
下
水
道
部
長
か

ら
聞
き
取
り
を
行
い
ま
し

た
。

山
形
県
は
、
県
内
４
圏

域
（
村
山
、
最
上
、
置
賜
、

庄
内
）
ご
と
に
、
広
域
連

携
等
の
方
向
性
を
示
す
と

し
て
い
ま
す
。

庄
内
で
は
す
で
に
、
県

が
主
催
す
る
庄
内
圏
域
水

道
事
業
広
域
連
携
検
討
会

で
、
広
域
化
に
よ
る
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

庄
内
圏
域
で
は
、
水
需

要
は

年
後
の
令
和

年

22

27

に
は
約

％
減
少
（
平
成

38

年
対
比
）
し
、
設
備
更

29新
は
、
令
和
元
年
か
ら
27

年
間
で
約
１
２
３
４
億
円

が
必
要
と
試
算
さ
れ
て
い

た
め
除
く
）
の
事
業
統
合

＝
水
平
統
合
で
は
、
供
給

単
価
が
４
０
３
円
に
抑
え

ら
れ
、
さ
ら
に
県
企
業
局

の
広
域
水
道
用
水
供
給
事

業
（
月
山
ダ
ム
・
田
沢
川

ダ
ム
）
と
の
統
合
＝
水
平

垂
直
統
合
の
場
合
で
は
、

３
８
５
円
ま
で
抑
制
で
き

る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

最
上
川
か
ら
取
水
し
て

い
る
小
牧
浄
水
場
は
昭
和

５
年
に
設
置
さ
れ
、
昭
和

年
に
建
設
さ
れ
た
急
速

33ろ
過
池
は
、
す
で
に

年
60

が
経
過
し
て
更
新
時
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。

広
域
化
に
よ
り
、
小
牧

浄
水
場
を
廃
止
し
て
経
費

節
減
し
、
朝
日
浄
水
場
の

水
を
送
り
、
稼
働
率
（
現

状

％
）
を
高
め
る
こ
と

43
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
令
和

年
度

16

ま
で
の
時
限
事
業
で
あ
る

「
水
道
事
業
運
営
基
盤
強

化
推
進
事
業
」
で

年
間
、

10

交
付
率
３
分
の
１
の
国
交

付
金
を
活
用
し
、
設
備
投

資
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

他
県
で
は
広
域
化
・
民

営
化
を
セ
ッ
ト
で
進
め
て

共産党市議団の３月議会質問予定

鶴岡市ＨＰからネットでも視聴できます

※開会時刻は10：00です。

２月２８日(火)総括質問

■坂本昌栄議員

①西目土砂災害について

②新型コロナウイルス感染症の「５類」

引下げに対する対応について

③農林漁業について

④物価高騰対策について

３月６日(月)一般質問（党市議団10:00頃予定）

■長谷川剛議員

①子育て支援について

②部活動の地域移行について

③水道事業の広域化について

■菅井 巌議員

①農業政策について

②生活保護利用者の課題について

③五中学区地域拠点体育館の整備につい

て

■加藤鉱一議員

①旧東田川郡役所の国指定史跡について

②鶴岡市国際化推進プランについて

■坂本昌栄議員

①学校給食費の無償化について

②重層的支援体制について

～
２
歳
児
）
の
１
、
２
歳

児
１
１
５
１
人
、
０
歳
児

４
０
９
人
と
な
り
ま
す
。

委
員
か
ら
は
、
「
保
育

士
の
虐
待
が
ニ
ュ
ー
ス
に

な
り
、
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
作
成
し
て
、
自

分
の
保
育
を
振
り
返
る
よ

う
に
し
、
保
育
士
同
士
が

声
掛
け
を
し
て
い
る
」
、

「
保
育
士
は
本
当
に
よ

く
頑
張
っ
て
い
る
が
、
保

育
士
の
待
遇
改
善
が
急
務

だ
。

年
以
上
も
配
置
基

70

準
が
変
わ
ら
な
い
。
国
で

は
３
千
億
円
あ
れ
ば
定
数

改
正
で
き
る
。
産
業
別
で

も
保
育
士
の
賃
金
は
５
万

円
低
い
の
が
現
状
だ
」
、

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

問
題
や
発
達
障
害
、
心
臓

病
な
ど
、
ケ
ア
の
必
要
な

子
ど
も
が
日
本
で
は
12

％
、
ク
ラ
ス
に
６
～
７
人

い
る
計
算
に
な
る
」
と
い

っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。長

谷
川
剛
議
員
が
傍
聴

し
ま
し
た
。

い
ま
す
が
、
鶴
岡
市
は
民

営
化
を
否
定
し
て
い
ま

す
。


